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1.  背景  














表１  学校の ICT 環境整備の現状  
               2017 年 3 月 1 日現在   目標  
①  教育用コンピュータ             
１台当たりの児童生徒数  5.9 人／台 3.6 人／台  
29.6 %         100%  ②  普通教室の無線 LAN   整備率
88.9 %  100% 普通教室の校内 LAN   整備率
87.3 %  100%  ③  超高速インターネット接続率
24.4 %  100%  ④  電子黒板整備率          
『学校の ICT 環境整備の現状（平成 29（ 2017）年 3 月）』  
（文部科学省 2017c）を一部改変  
 
表１では、教育用コンピュータ１台当たりの児童生徒数は目標と





2018年度 言語メディア教育研究センター年報  |  2
率のどの項目においても目標の数値には達していない。とくに電子
黒板の整備率については１学級当たり１台を目標として算出した








高 め る た め に は ， 単 に  Ｉ Ｃ Ｔ 環 境 を 整 備 す れ ば よ い も の で   
はない。ＩＣＴはあくまでもツールであり，教員の授業力と相  
まって，その特性・強みが生かされるものであることに留意する
必要がある。」         
（文部科学省 2017d:19） 
 





に実現していくかは大きな課題となっている。 ICT を用いた学習  
指導充実のため、国においては各教育委員会主導による研修や地方
公共団体に ICT 支援員を配置するなどの対策が提案されているが、
すでに一部の教育研究機関では ICT 環境を想定した学習活動の   
実践報告や研修の機会を提供する取り組みが実施されている。神田
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テーマに基づいて開催されている。 2018 年は「 Cutting Edge of 
English Education／英語教育の最先端」というテーマの下、基調
講演に続き、以下の 5 つのカテゴリーから 27 の講義形式の講座と
体験授業が展開された。  
1.  中学・高校の現役教員による実践講座  
2.  CLIL 授業計画（内容言語統合型学習）  
3.  学習活動のアイディア  
4.  ICT の活用  
5.  英語外部試験と４技能型入試  











4 つのタイプから 20 の発表と報告がプログラムに組み込まれた。  
  A. 教育実践報告  
  B. 授業デモンストレーション  
  C. 新しい授業の設計ワークショップ  
  D. ポスター発表  
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その成果を普及する取り組みは、 ICT 教育環境の充実、とりわけ  
教員の ICT を活用した授業力の向上に大きな役割を果たしている。




2.  本教育実践報告の目的  





多い。例えば、 2018 年の英語教育公開講座にて「 ICT の活用」の
カテゴリーで開講された 3 講座のうち『Google アプリを活用した
クラウド・ペアワーク、グループワーク（講師：石井雅章）』およ
び 『 Learner Autonomy: Student Study Plans Using an iPad  
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教員の ICT 活用指導力向上のための一資料として提供する。 
 
なお 、 資 料は 2013 年の英 語 教 育公 開講 座 で 開講 さ れ た   
ワークショップ『英語教師のための音声教材作成スキル』に
て紹介した手順に基づくが、本稿では音声素材の「収集」と
「提示」の方法についての説明は省き、「編集」の基本的な   
作業のみを取り上げる。  
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例１  音読やディクテーション活動のための音声編集  
※再生音声： “clear”  “concise” “correct” 
 




１－②  音読活動用（ “Repeat after me.”）に編集した例  




１－③  ディクテーション活動用（ 3 回再生）に編集した例  
















ること以外にも、再生回数を 2 回さらには 1 回にすることにより



































例２  音の連結（ Liaison／Linking）を視覚化した提示①  









例３  音の脱落（ Reduction）を視覚化した提示①  

























例４  連結（Liaison／Linking）  例５  脱落（ Reduction）  




























3.3.  英語試験の対策：ロールプレイ／シャドーイング活動  
2016 年の英語教育公開講座では『英語コミュニケーションの  
ための音声教材作成スキル』の講座において、外部英語試験 TOEIC






違い、Part 2 の応答問題は付加疑問文への Yes／No の返答など、
そ れ ぞ れ 注 意 を 要 す る 表 現 の 導 入 と そ の 理 解 の 確 認 に 、 さ ら に
Part 3 の会話問題はロールプレイ、 Part 4 の説明文問題はシャド
ーイングの練習に発展させるなど、テストの形式を応用して様々な
学 習 活 動 へ 結 び つ け る こ と が 考 え ら れ る 。 本 稿 で は TOEIC の
Part3 と Part4 の問題に相当する神田外語大学入学試験の英語  







Conversation の問題文をロールプレイ、 Monologue の問題文を  
シャドーイングの練習用教材として活用する例を示す。  
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例６  ロールプレイの練習用音声（ Conversation 問題文の活用例） 











→  編集後  
 
2017 年『神田外語大学外国語学部入学試験問題 :英米語学科』  






































2016 年『神田外語大学外国語学部入学試験問題 :  
国際コミュニケーション学科』  





























60 語／ 24 秒つまり 1 分間に 150 語であり、シャドーイング練習用
の素材としてはやや速い。そのため初級の英語学習者中心の授業で
使用する際は、無音の間をすこし長く編集することで、がんばれば























































3.4.  CLIL（内容言語統合型学習）：リスニングによる授業展開  
本稿における CLIL の位置づけは、Coyle,  Hood & Marsh（ 2010）
と池田（ 2011）の定義に基づく。  
 
   Content and Language Integrated Learning (CLIL) is   
a dual-focused educational approach in which an additional 
language is used for the learning and teaching of both 
content and language.  That is,  in the teaching and learning 
process,  there is a  focus not only on content,  and not only on 
language. Each is interwoven, even i f  the emphasis is greater 
on one or the other at a given time. 
(Coyle et al.  2010:1) 
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この学習内容と学習言語の２つの要素の絡み合いについて、池田






















A graph is a diagram that presents numerical  information. 
Bar graphs,  line graphs,  and pie graphs are the most common 
forms of graphs.  Bar graphs are diagrams that compare 
information with vertical or horizontal bars.  These graphs 
can show relationships between two or more variables at the 
same time or at various times on one or more dimensions.   
(Verderber.  R and Verderber.  K. 2003:163) 






例９  TOEIC の Part1 写真描写問題の形式で出題する資料  





     
 







 例１０  学習内容の理解・応用力を確認するための英語クイズ例  
※音声： “Which one of the graphs do you use to describe 
the result of the fol lowing questionnaire?” 
 
答  ×    ×  
 
 
≠数    
→割合  ○  
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4.  英語音声教材の作成技術  
上の指導実践の報告では、英語音声および視覚補助教材の活用に
ついて、過去の英語教育公開講座にて紹介された内容と関連させて







実施した。ここでは、その配付資料から、本稿で例にあげた音声   
データのうち編集作業をともなうロールプレイ、音読とディクテー
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4.1.  ロールプレイ練習用（例６）の音声編集：Task 部分消音する  
 
文書ファイル：削除する文字  ※  を選択して「切り取り」を実行  
 
 
                  ※  
 




















3  同様の作業を  
２回目の Man の台詞で実行して完成  
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4.2.  CLIL を展開する活動用（例９）の音声編集：  
 
Task  ①  一部の音声を削除する  
②  一部の音声を大きくする  
③  音声と音声の間隔を調整する  
※  応用：一部の音声（ B）を他（ C）と入れ替える  
 
文書ファイル：  
 Number  1 .  Number  2 .  Number  3          ①「切り取り」  
A .    T h e  s p e a k e r  i s  u s i n g  a  l i n e  g r a p h .                    ②「フォント拡大」  
B .    The  speaker  i s  using  a  p ie  graph.      ※「切り取り」  
C.    The  speaker  i s  using  a  bar  graph .       ⇔「貼り付け」 
D .The  speaker  is  using  a  photograph.        ③「改行／スペース」 
 
音声ファイル：    
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③  無音部分の「写し取り・コピー」＆「貼り付け・ペースト」  
 
                               D.The speaker is … 
                ↑  
                声がくっつきすぎているので  
0.8 秒程度の間をとる  


















7.                     8.  
 
 
9.                    10. 
 
 









 1 秒（音読用）  
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